
７ 保健体育

生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成

森山 進 髙田和子

本論の要旨

学習指導要領における保健体育科の目標は 「心と体を一体としてとらえ，積極的に運動に親，
しむ資質や能力を育てるとともに，明るく豊かな生活を営む態度を育てること」である。また，
平成 年 月に発表された改訂学習指導要領では「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を20 3
育てる」と明記されている。
本校保健体育科では，仲間との関わりを大切にする中で，各運動の特性や魅力に触れ，からだ

感覚を感じながら体を動かす体験を重ねれば，生徒の運動や健康に対する興味関心が高まるので

はないか，また，知識を取り入れた授業展開を工夫することで，健康に生活する上で体を動かす

ことの大切さが理解できるのではないかと考える。

一人一人の体力の向上を目指し，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を身につけた生徒を

育成していきたい。

キーワード
心とからだの一体化，指導内容の体系化，健康なライフスタイルの確立，体力の向上

１．研究主題によせて

（１）はじめに

改訂学習指導要領では，発達の段階のまとまり

を小１～小４，小５～中２，中３～高３の三つに

体系化されることとなった。体系化された中学校

の指導内容をみると，中学１～２年の体育分野の

目標では，より多くの領域を体験する段階・楽し

さを味わいながら自分に適した運動と出合うこと

とされている。中学３年では，運動に共通する特

性や魅力に応じて示された各領域から運動を選択

， ，し 自己の状況に応じて体力の向上を図りながら

生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育成す

ることにあるとしている。また,学習指導要領の理

念が「生きる力」を育むことにあり,その「生きる

力」の中でたくましく生きるための健康や体力を

「健やかな体」で表現している。

これを踏まえ,本校保健体育科では 「健やかな，

体」を育てることを生涯のテーマとし,生徒自らが

主体的に運動に親しむ習慣を身につけるため，中

学１～2年が「習得」の時期とした。また，中学3

年が「活用」の時期，生涯にわたって運動をする

時期を「探究」の時期と考え，この３つを意識し

た研究を進めた。その上で，心とからだの一体化

をより意識した豊かなスポーツライフの実現，自

らが体力の向上を主体的に取り組もうとする習慣

作り，発達段階や社会情勢に応じた健康の認識を

授業展開の工夫に取りいれようと試みた。

（２）研究のねらい

本校生徒は，ほとんどの生徒が小学校から引き

続く仲間関係のまま中学校生活を送っており，新

しい人間関係を築きにくい環境にある。仲の良い

友達以外との活動を自主的に行わせて,集団行動

力をつけること，低迷する昨今の子どもの体力の

向上をはかる手だてを考える中で，

といったこれまでの成果を積み上げていく形の授

業展開を進めてきた。

そこで，本年度は「生涯にわたって運動に親し

む資質や能力の育成」を掲げ 「心身の健康・安，

全に関する知識・技能の習得 「心身の健康・安」

全に関する内容の科学的理解 「体を動かす楽し」

， 」さや心地よさを感じながら 体力の向上をはかる

の三つを関連づけた。また，現在及び将来の生活

において，技能や知識のみの習得だけにとどまら

ない学んだことを生かした正しい「意思決定」や

行動選択できる「実践力」を育成したい。

（３）研究方法

①生徒の実態把握，幅広い資料収集

②授業展開の検討，授業用資料の作成・準備

③授業の分析と記録，生徒の観察

④インターネットや図書を利用した授業展開

⑤考え方をまとめるシンキングツールを使った授

業展開

「仲間との関わりを大切にした授業展開」

（ ）平成１６・１７年度

「保健と体育を関連させた授業展開」

（平成１８年度）

「知識を取り入れた，からだ感覚を意識する授

」 （ ）業展開 平成１９年度
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２．「体育分野」の授業実践

（１）「スポーツで生活を豊かにしよう」

～Ｇボールを使って体力づくり～

（髙田 和子）

①題材名，対象学年，授業時間

体つくり運動，第３学年，全６時間

②研究主題との関わり

子どもを取り巻く環境の変化から，体力低下の

問題，積極的に運動に親しむ子どもとそうでない

子どもの二極化の問題がクローズアップされて久

しい。2012年度から完全実施される改訂学習指導

要領においても現行学習指導要領の理念を継承し

「生きる力」の育成を目指し 「確かな学力 「豊， 」

かな心」とともに「健やかな体」の育成が掲げら

れている。特に中学生期は，心身ともに成長の著

しい時期である。このことから 「体つくり運動」，

と豊かなスポーツライフやスポーツに関する科学

「 」 ，的知識を主な内容とする 体育理論 については

中学校3年間を通じて必修とされている。

「体つくり運動」のねらいは，体を動かす楽し

さや心地よさを味わい，健康の保持増進や体力の

向上を図り，目的に適した運動の計画を立てて取

り組むことができるようになることである。

本単元で用いる ボールの名称は，そのボールG
の特性から「 (大きい 「 (体操 」Giant Gymnastics）」 ）

「 (重力 」という３つの単語の頭文字に由Gravity ）

来している。 年にイタリアで開発され，我が1963
国においても 年代ごろからリハビリなどに利1990
用されていたようである。広く一般に利用が広が

り始めたのは 年ごろで， 年には ボー2000 2003 G
ルの「楽しさ 「有用性」を伝え広め，人々の「心」

身の健康」に寄与する目的でＧボール協会が設立

された。 ボールは，年齢を問わず幅広く活用でG
きるボールであり，動くことそのものの心地よさ

や楽しさを与えることができる教具である。ボデ

ィーバランスや筋力を高めるなどの効果もあり，

運動が得意不得意に関わらず，主体的に運動する

ことができる。

そこで，生徒たちが主体的に取り組むことがで

きるＧボールの特性を生かし，運動の特性や魅力

に触れるために必要と

なる体力を生徒自らが

高められるような授業

。 ，展開を目指す そして

生涯にわたって運動に

親しむ資質や能力を身

につけた生徒を育成し

ていきたいと考える。

③学習目標

・自分自身の体力を分析し，効果的な体の使い方

や体力を高める運動に関心を持ち，意欲的に取り

。 【 】組むことができる 関心･意欲･態度

・自分自身の体力向上に適した運動を選択した

， 。り 効果的な体の使い方を見つけることができる

【 】思考･判断

・効果的な体の使い方を身につけ，体力を高める

運動ができる。 【技能】

・体力を高める運動の意義や，運動の構成のしか

たや活用のしかたを理解することができる。

【 】知識Gボール ㎝直径35～75

Ｇボールを使った運動の

「体力を高める運動」に期待できる効果

柔軟性 身体を伸ばしたり，曲げたり，反ったり

する関節の可動性を高める運動。身体の各

部分を大きく滑らかに動かすために有効で

あり，激しい運動による筋や腱の損傷防止

に役立つ。

調整力 身体や手具を思い通りに操作したり，無

駄な力を省いた動きを身に付ける運動。他

の動きに合わせてタイミング良く動いたり

素早く動いたりできるようにする。

筋力 大きな力を発揮して自分の体重，人，物

などを動かしたり，移動したりする。筋力

を高めて自分の体をしっかり支えることが

できるようにする。

持久力 各種の運動を連続的に行ったり，一定時

間反復して行い持久力を高める。呼吸循環

機能を発達させて抵抗力をつけることがで

きるようにする。

Ｇボールの持つ特性

支える

伸ばす 主な５つの はずむ

動きの要素

転がる 乗る
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④学習計画

第１次 新体力テストの結果から，自分の体力を

考察しよう。 …１時間

第２次 体力を構成する要素を知り，自分に適し

た運動を考えよう。 …１時間

第３次 ボールで 「乗る 「はずむ 「転がる」G ， 」 」

「伸ばす 「支える」運動をしよう。 …１時間」

。第４次 Gボールで体力を高める運動に挑戦しよう

…３時間（本時２／３）

⑤Ｇボールの授業の様子

展開 ・支援事項 評価規準⑥本時の学習 ◆

学習内容・活動

準備運動・集合・あいさつ 見学者，欠席者の確認をする。1. 1a.

導 ○体育館 周走る Ｇボールを使うにあたって注意事項を確認する。3 1b.

・上に立たない・蹴らない・人にあてない・ヘディングしない○ 列横隊で集合・あいさつ4

入 自分の体とボールのバランスを保ちながら，気持ちの良2.

Ｇボールを使ってストレッチを行う いところまで伸ばすよう声かけをする。2. 。

Ｇボールの基本課題に挑戦する。 重心の位置を工夫しながら，自分の体とボールとのバラ3. 3a.

○バランス課題 ンスを取れるようアドバイスする。

・座り乗り・ひざ乗り ペアと補助し合いながら，課題に取り組ませる。3b.

○バウンディング課題 安全面に注意して行わせる。3c.

・座って・背中で・お腹で ◆Ｇボールを使った課題に意欲的に取り組むことができた

展 ・ボディ ヒップバウンド か （意欲・関心・態度）& 。

○ローリング課題 ◆Ｇボールを使った課題を習得できたか （技能）。

それぞれの課題がバランスよくスムーズに行うことができる。・はし置きローリング・すべり台 Ａ：

， 。・スーパーマン Ｃ：ペアに補助をしてもらいながら バランスをとることができる

開

二人組で，シンクロナイズドＧボー 重心の位置，バランス，リズムなど一つ一つの動きを確4. 4a.

ルの課題を練習する。 認させる。

二人でタイミングが合うよう，繰り返し練習させる。4b.

◆仲間と協力して，意欲的にシンクロナイズドＧボールの課

題に取り組むことができたか （意欲・関心・態度）。

◆二人組でリズミカルに運動するための効果的な体の動かし

かたを工夫することができたか （思考・判断）。

一つ一つの運動を正確に行えるよう，二人の位置や自分の体とＡ：

ボールの関係を工夫している。

個々で運動の動き方を確認している。Ｃ：

前半後半にわかれて練習の成果を確 本時の練習の成果を発表させるとともに，仲間の体の動5. 5.

認し合う。 かし方やリズムの取り方，ペアで動きを合わせるポイント

を見るよう指示する。

本時の振り返りと次時の予告 ワークシートで本時の活動を振り返らせる。6. 6.

ま ○本時の内容をワークシートで確認す ◆Ｇボールを使った体力を高める運動の意義や運動の活用の

と る。 しかたを理解することができたか （知識・理解）。

め ○次時はシンクロナイズドＧボールを

完成させることで体力を高める運動の

まとめをすることを確認する。

ボールを使って，仲間と楽しく体力を高める運動に取り組もう。G

Ｇボールを使って，音楽に合わせ，体力を高める運動に取り組もう。
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⑦ワークシート

生徒の感想より

・Ｇボールは，個人で使う物と思っていたが，人

と協力したり，いくつかのボールを使ったり本当

にいろんな種類の運動ができるんだということを

。 ， 。 ，知った とても楽しく 運動量も多かった また

曲に合わせて色々な技を組み合わせて踊る運動

は，リズム感とバランス感覚と運動を一気に楽し

みながらすることができた。

・ ボールなんて弾むだけで簡単」と思っていま「G
したが，意外とＧボールの世界は奥が深く，難し

い技ばかりでした。また，音楽と技を組み合わせ

ることも大変でした。

・私の家にもＧボールがあるけれど，ボールの上

にまたがってごろごろ動くことぐらいしかしてい

。 。なかった 授業で習った技を家でもやろうと思う

⑧成果と課題

本研究では「体育に関する知識」と「体力を高め

」 ， 。る運動 を関連させ 授業の組み立てを考えてみた

まず，4月に行ったスポーツテストの結果から自

分自身の体力を知り，体力を高める方法について考

察させた。その上で ボールという教具を用いたG
体力を高める運動の授業展開を試みた。仲間との関

わりを大切にするためペアで挑戦させたり，一人一

つの ボールを準備できたりしたことが，生徒にG
興味を持たせ意欲的に取り

組ませられたのではないか

と考える。

本授業では，いろいろな

技に挑戦させたが，具体的

にどこの筋力を使っているのかなど，運動の効果ま

で考察できるような授業展開にしていくことが課題

である。

（２）知識を取り入れた体育学習の授業展開

の工夫

（ ）森山 進

①題材名，対象学年，授業時間

武道（柔道 ，第２学年男子，全８時間）

②研究主題との関わり

学習指導要領の改訂に伴い「武道・ダンス」の

領域が必修になる。そこで，本年度は特に，武道

領域「柔道 （対象：２年生男子）においての授業」

展開を模索してみた。これまでに取り組んできた

柔道の授業（１年時に習得してきた柔道の授業）

は，基礎基本を習得するために徹底した教師主導

型をとった。今年度は，生徒個人個人に技の構造

を意識させ，技の動きを習得させるために必要な

「知識」を身につけさせる授業展開を試みた。危

険を伴う領域だけに安全面に十分配慮する必要が

ある単元である。そのため，これまで同様教師主

導型の授業になりやすいと予想されたので，なる

べく からだで感じる からだで身につける か「 」「 」「

らだで考える 「できて嬉しい」といった教師指導」

型の授業展開を越えた，自分たちで学ぶことに喜

びを感じる授業展開を模索した。

昨年度の個人研究テーマは「運動感覚に気づか

せる授業展開」である。様々な動きの中での「体

」 ，幹 を意識した授業展開の工夫であったことから

本年度もこのことを意識した授業展開を取り入れ

た。本年度，全国学校体育研究大会で高校の選択

体育「柔道」の授業を参観でき，本研究の参考と

なる授業展開を見ることができた。柔道の授業に

「器械運動」領域で練習した回転系・倒立系の技

を取り入れたり，ペアで動作をコピーするといっ

た「体つくり運動」領域の運動を取り入れること

で 「体幹」を意識した体力を養えると考えた。さ，

らに，１２年間を見通した発達の段階のまとまり

を踏まえ，体系化を図ることを意識することで，

生徒自身がただ単に習うだけではなく，自らの意

志で運動することを選び，なおかつ，そのために

必要な考え方を身につけられると考えた。

本年度は，階

級別に分かれた

それぞれが，チ

ームメートとと

もに技の解説図

を見ながら互い

に教え合う授業

。 ，「 （ ）形態をとった さらに 得意な したい・できる

技を三つ探し，その習得のための練習を自分たち

で行う」という課題を与え，練習時間をより多く
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とり，自らの動きをチェックするために，ワーク

シートや実技解説書を利用するという授業展開を

試みた。

技と体の動かし方を身につけることで，生涯に

渡って運動に親しむ資質を学べると考える。その

上で どんなことをすればいいいかを考える力 知， （

識の習得 「調べる」→「取り組む」→「わかっ），

た」という達成感と充実感，他の領域や日常生活

の中でも利用できるという実践力を身につけた生

徒を育成していきたい。

③学習目標

・武道の特性に関心をもち，仲間と協力して教え

， 。あい 互いの技能を高めようとすることができる

【関心･意欲･態度】

・自己の能力に応じた目標を設定し，課題を解決

，するための工夫や仲間の課題を見つけ合いながら

克服のための練習方法を探ることができる。

【思考･判断】

・ 手技 「腰技 「足技」などの技能を身につけ「 」， 」，

ることができる。 【技能】

・技の構造や正しい動きを身につけるためのポイ

ントや練習方法を理解することができる 【知識】。

④学習計画

第１次 受け身・寝技の確認と，本単元での

目標の確認 …１時間

第２次 寝技の練習と個々の課題確認

…１時間

第３次 技の練習・試しの試合 …４時間

第４次 練習した技の発表と試合 …２時間

⑤授業の様子

第１次 受け身の確認 第２次 技の特徴の確認

第４次 発表と試合

⑥学習展開（第３次）

第３次 課題練習
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⑦ワークシート

授業開始時にその時間のポイントを伝えた。そ

れは，単に受け身や寝技，立ち技などの技を身に

つけるためのポイントではなく，日常生活の中で

も身につけて欲しい体の動かし方についてのポイ

ントである（前項②参照 。その上で，それぞれ個）

々に練習する技の違いから，身につけたい技能を

分析させるためのワークシートを利用させること

にした。

生徒の感想より

生徒 自分の得意な技を見つけて，スムーA
本時の課題 ズに技をかけられるようにする。

気づいたこと 自分は背負ったりする技よりも足を

かける技の方が得意だと分かった。

次時への課題 得意な技を増やして，相手に合わせ

て技をかけられるようにしたい。

生徒 何の技をかけるのかをすぐに判断しB
本時の課題 て，技にいたるまでのくずしを素早

く行う。

気づいたこと くずしていると，相手に読まれて

， 。しまうので だましながらくずす

次時への課題 相手が技をかけてきたのに対処し

て返すのを学ぶ。

生徒 かかり稽古と約束練習で３種の技C
本時の課題 を的確にやり合い，技を身につけ

る。

気づいたこと 力をそんなに入れなくても倒すこ

とができるのだなあと思った。

次時への課題 相手をいかにくずして，こっちの

ペースに持ち込むかを考えながら

する。

生徒 乱取りで今まで練習したことを生D
本時の課題 かす。自分の課題を分析し，反省

する。

気づいたこと くずしがうまくできないので，技

。をかけようとしてもかけられない

次時への課題 勢いだけでなく，背負い投げの時

は，体を相手より小さくし，伸ば

す時に投げるなど，空間姿勢を意

識して練習する。

生徒 一年の柔道は「力ずく」という感E
柔道を終えての じだったけれど，二年になってく

感想 ずしの大切さが分かって柔道が好

きになったと思います。

生徒 １つ１つの行動にとても意味があF
柔道を終えての るのだとわかった。すり足，押し

感想 たり，引っ張ったり，足をかけた

り…。とても１つの行動が重要だ

と思った。

生徒 初めは全くできなかった技も練習G
柔道を終えての する内に少しずつできるようにな

感想 りました。もう少し練習したかっ

たです。

生徒 技をかける前の「くずし」や空間H
柔道を終えての 姿勢をもっと意識して，自分から

感想 技をかけていけるようにしたい。

⑧成果と課題

単元の最後に，個々が練習していた三つの技の

発表会（テスト）を行った。すると，これまでの

授業形態で身につけた技能よりも，はるかに，完

成度が高かった。また，互いに教え合うことを意

識させていたので，互いの欠点や動きの未習得な

どを的確に指摘し合う様子も見られた。さらに，

自分の得意な（したい・できる）技を練習すると

いう練習形態であったので 練習にも熱が入り な， ，「

ぜ相手に技が通じなかったのか 「力ずくではいけ」

ない 「相手の動きを先に読む 「背負い投げのタ」 」

イミングを理解できた」など個々に違った気づき

があった 「考え方を考える ，そしてそれが「身。 」

につく」という「知識」の獲得にも近づいたので

はないかと考えられる。

しかし，課題もあった。冬期間に行った今回の

柔道は，寒さもあり，技を分析する時間を十分に

とれなかった。運動量を確保し，考えさせる授業

を展開するには，ワークシートに記入する時期・

時間・場所・運動量の工夫をしなければならい。

さらに，生徒の感想の中には「教科書（解説図解

体育）やワークシートでは分かりづらかったが，
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見本があると理解しやすい」という声もあった。

自分で考えるだけではなく，動く姿を模倣するこ

とも必要である。すなわち，自分で考え，習得す

る時間をとりつつ，動きのある映像を効果的に利

用することが必要である。このことから，次年度

以降は再度，自動リプレイ装置（画像遅延装置）

や授業補助具（DVD）等の活用を授業展開に合うよ

うに取り入れていくことが必要だと確認した。

また，今後の授業形態についても検討していく

必要がある。これまでのように男女別習で取り組

， ，むのか 必修となる上で男女共修で取り組むのか

， ，また 領域内種目の選択として柔道を選択するか

剣道を選択するのかなど，施設や用具の確保，安

全面など，他学年との系統性も考えていくことが

課題である。

３「保健分野」の実践（森山 進）

①題材名，対象学年，授業時間

健康と環境，第２学年，全 時間6
②授業展開

本単元では，これまで教師が知識を注入する一

斉指導型の授業展開になることが多く，授業者自

。 ， ，身が授業展開に悩む領域である そこで 今回は

教科書を学ぶだけの授業展開をやめ，教科書から
． ．．

学ぶ，教科書からだけでは学べない内容を学ぶ授

業を展開した。いわゆる「調べ学習」であるが，

本研究のテーマにもあるように 「明るく豊かな，

生活を営む態度を育てること 「健康に対する興」

味・関心が高まる」という目的も果たすことがで

きると考えた。また，これまでに生徒個人が知識

として持っていた情報や図書・インターネット等

で得た情報を整理しながら，シンキングツールを

利用し「学び方を学ぶ」授業展開の要素も取り入

れた。自分たちが興味を抱く学習内容を深める学

習形態を進めた。

各グループのテーマは以下の通りである （た。

だし，深めた内容でテーマ名も変わっている）

○「部屋の空気をきれいに」

○「水とわたしたちの生活」

○「し尿・生活排水の処理」

○「ゴミの処理」

○「環境の汚染と保全」

③学習目標

・ 健康と環境」について関心を持ち，与えられ「

たテーマを様々な方向から調査できる。

【関心･意欲･態度】

・仲間と相談しながら，研究するテーマについて

の学び方を工夫することができる 【思考･判断】。

・有効的にシンキングツールを利用している。

【思考・判断】

・健康と環境についてより深く知識を得ることが

。 【 】できる 知識

④学習計画

第１次 テーマの確認と整理 …１時間

第２次 テーマごとの研究・調査 …４時間

第３次 研究報告・発表会 …１時間

⑤授業の様子

与えられたテーマか

ら、個人が知識として

知っている内容を個人

の シ ン キ ン グ ツ ー ル

（ ）にまとめ，WINCE
，グループへ知識を広げ

研究調査しようとする

ためにシンキングツー

ル（マインドマップ）

を有効利用させた。

（第１次）

シンキングツール（マインドマップ）

グループごとの課題について，研究する内容を

分担し，調査を進めた （第２次）。

ｼﾝｷﾝｸﾞﾂｰﾙを使って

個人でまとめる様子

シンキングツール（WINCE）

- 81 -



あるグループは，模型を作って，空気の流れを

調べようとした（下写真 。段ボールを部屋と見）

なしてその中に線香

を入れた。その線香

の煙の流れを空気の

流れとみなし，空気

がどのように流れる

かという実験を行っ

た。中の様子を上か

ら見ようとラップを

張り，観察していた

が，線香の煙が充満

し，中の様子が見え

。 ，なくなった そこで

どの場所の窓を開け

たら，空気がどのよ

うに流れるかを調べ

。 ，た その実験の結果

ある個人のシンキン

グツールでの学んだ

ことの一つに 「高さ，

の違う，反対側の窓

を開けると勢いよく空気が流れた」という体験か

ら得た感想がまとめられていた。

⑥成果とまとめ

本授業は，生徒にとって，知識の獲得だけでな

く，学び方を学ぶ時間としても大いに役立てられ

た。実際に調べたことが実体験につながったり，

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用して 図書を利用して

情報図書室での活動の様子

頭で理解していたことを確認できたり，教科書に

載っている内容だけではない学習を自ら進められ

た。つまり，これからの生活の中で生きるために

必要となる知識の獲得につながったと考えられ

る。さらに，他のグループの調査方法や発表の様

子（統計グラフや実態など）から，様々な視点を

目の当たりにし，考える力も養うことができた。

ただし，関心が持てず，友達から言われたこと

をする生徒や，何もすることがなく時間を有意義

に使えなかった生徒もいたため，多くの生徒がも

っと積極的に学習にのめり込むような学習の仕方

を模索しなければならない。

今後は 他の単元でも利用し 全ての生徒が 保， ， 「

健の授業が好き」と思えるように，自主的に学習

できる環境も整えていきたい。

３．終わりに

近年 「知」と「体」の両面から調和のとれた脳，

を育むことも重要視され，身体活動を活発に行う

， 。ことが 脳をバランスよく育てると言われている

つまり，脳を育てることで，体力向上にもつなが

ると考えられる。

，今年度実施された全国体力調査の結果を見ると

ほとんどの種目で1985年の抽出調査の成績を下回

った。運動をしない子どもは特に女子に目立ち，

中学２年では１週間の運動時間が１時間未満のこ

どもが３割強に及ぶとされていた。

今回の実践を通して，体力向上のために，発達

段階に応じて主体的に体を動かし，頭で考え，日

常生活の中に積極的に取り入れていくことの重要

性を示すことができた。また，体力低下の原因と

考えられる身体活動の不足は，子どもの遊び場や

外遊びを減らしてきた社会にもあることから，体

育の授業だけではなく，学校全体から，家庭や地

域社会を含めて，身体活動を保証していくことが

必要であり，運動することの意義を多方面で認識

させていくことが大切である。

以上のようなことから，さらに生徒自身が，生

涯にわたって運動に親しむ習慣を，様々な方面か

ら「学んでいく 「深く考える」ような授業展開を」

探っていきたい。
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